
 

 

 

 

 

少数精鋭、大会で輝く！ 
 新潟市中学校体育大会（以下：市内大会）が２週に渡って行われました。部活動の

地域展開が進み、中学校の部活動だけではなく、多くのクラブチームが参加する中で

大会が行われました。９日（月）、１０日（火）、１４日（土）に南浜中学校サッカー

部の生徒の多くが所属する新潟北ＳＣの試合がありました。部活動とは違い、毎日チ

ームメート全員とコミュニケーションをとりながら練習できる環境ではないので難し

さもある中、仲間を信じ、物怖じせず自分のもっている力を大会で発揮できる気持ち

の強さを感じました。 

また、１２日（木）、１３日（金）に陸上競技大会がありました。平日も休日も３年

生が中心となって練習を盛り上げ、後輩に優しくアドバイスや励ましの声をかけてい

ました。どの部員も自分の練習になると、黙々と自分の世界に入り、メニューをこな

す姿が印象的でした。大会では、競技前に緊張している仲間に声をかけ、大きな声で

応援する姿が見られました。 

１５日（月）には、卓球の男子団体戦、２１日（土）には、男女の個人戦が行われ

ました。毎日、体育館のギャラリーで黙々と、そして、時には仲間と楽しそうに練習

している姿が印象的でした。自分が練習していない間は、散らばっている球を拾いチ

ームとしてやるべき事をみんなで取り組んでいました。大会では、これまでともに励

んできた仲間、先輩、後輩と気持ちを一つにして挑んでいました。 

市内大会は終了しましたが、「試合終了のホイッスルは、次への開始のホイッスルで

ある」と言う言葉を耳にしたことがある生徒も多いと思います。県大会へ出場が決ま

った生徒は、市内大会での課題を克服し、さらに良いパフォーマンスが発揮できるよ

うに、またこれからの日々を努力し、さらなる高みを目指してほしいと思います。 

 残念ながら、県大会に進むことができなかった人は、次に自分がすべきことに早く

気持ちを切り替えて、見通しをもって、良いスタートを切ってほしいと思います。 

学校で応援してくれた生徒の皆さん、会場に足を運んでくださった保護者、地域の

皆様、大変ありがとうございました。県大会の応援も、よろしくお願いいたします。 

 



新潟市中学校体育大会の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練 
６月２０日（金）に地震と津波を想定した避難訓練を実施しました。避難訓練は、

生徒だけでなく教職員も令和６年能登半島地震、平成２３年東日本大震災の記憶を風

化することのないように、実際の災害を想定して実施することを意識しました。実際

に地震が起きたときの安全な避難場所はどこなのか考え、点呼を早く正確に行うため

にはどうするかなど南浜中学校の実態に適した方法を 

教職員で話し合いました。さらに、生徒には事前に避 

難訓練日を伝えず、休み時間に地震が起きたことを想定 

し実施しました。いつもとは違う緊張感に包まれ、課題 

も見つかる訓練になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


